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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は核内で発現し、細胞分裂中の姉妹染色分体の接着を制御するコヒーシン複合体のサブユニットである。この遺伝子の変異は早発卵巣不全と関連している。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。この遺伝子には複数の擬遺伝子が存在する。[RefSeq提供、2014年4月]、機能：コヒーシン複合体の減数分裂特異的構成要素。コヒーシン複合体は、DNA複製後の姉妹染色分体の接着に必須である。コヒーシン複合体は、姉妹染色分体を捕捉できる大きなタンパク質リングを形成すると考えられる。分裂後期には、複合体は切断されてクロマチンから解離し、姉妹染色分体が分離できるようになる。減数分裂特異的コヒーシン複合体は、おそらく前期Iでクロマチンから解離した有糸分裂特異的コヒーシン複合体と置き換わる。,類似性：SCC3ファミリーに属する。,類似性：1つのSCD（ストロマリン保存）ドメインを含む。,細胞内局在：クロマチンと関連する。減数分裂前期Iでは、シナプトネマ複合体の軸要素に沿って存在する。パキテン期後期からディプロテン期にかけては、おそらくPLKによるリン酸化により、セントロメアを除き、タンパク質の大部分が染色体腕から解離する。セントロメアではコヒーシン複合体が残存する。しかし、第1中期まではセントロメアにクロマチン結合したままである。第1後期には、おそらくセントロメアから解離し、染色体の分離を可能にする。,サブユニット：減数分裂特異的コヒーシン複合体の構成要素であり、SMC1（SMC1AまたはSMC1B）およびSMC3ヘテロダイマーも含まれる。この複合体は、RAD21、あるいは減数分裂特異的関連タンパク質REC8を含むと考えられる。,組織特異性：精巣特異的。,
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	STAG3抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	STAG3 ポリクローナル抗体を使用した Jurkat 細胞のウェスタン ブロット分析。

